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１．研究概要 

研究支援要望に対して、迅速に対応するため、医療機関 9、責任分担研究者 20 名、参加者合計 35 名で構

成し、6 つのグループと全体を取りまとめる中央管理室を置いた。相談・情報発信基盤確立グループは、ホーム

ページを開設し、相談の受け付け体制と情報発信体制を構築する。早期研究者対応グループは、既にノウハウ

がある案件にすみやかに対応を行う。倫理的課題把握グループは、「再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化

プログラム」研究者にアンケートを実施、現時点および今後の倫理・社会共創に関する課題を収集する。患者・

市民参画（PPI）支援と研究グループは、PPI に関する情報を収集するとともに、患者・市民と研究者とのコミュニ

ケーションの場として、患者市民パネル（PPIP）の構築を行い活用していく。人材育成・教育グループは、各研究

開発課題に従事する研究者を対象とする教育プログラムおよび倫理・社会共創面の若手研究者、支援者等を

対象とする教育プログラムを作成し、令和 7 年度には、前者には研修会、後者には教育の機会を提供し、この

分野の人材育成を行う。海外動向調査グループは、主に倫理・社会共創面に関する海外調査を行う。要望等に

よりタスクフォース、研究を伴う場合にはプロジェクトチームを立ち上げて支援を特化する。また、各グループ間

および学会や企業等と連携して取り組む。 

 

２．評価結果 

再生・細胞医療・遺伝子治療分野の研究開発における現存および将来の倫理・社会共創に係る課題を把握

し、研究早期段階から解決策を講じるため、多くの専門家と連携した重厚な支援体制を構築している。本中間

評価までの約１年４か月の支援活動期間で相談窓口の設置、倫理課題アンケートの実施と分析結果の公表、

PPI 活動の推進、異種移植プロジェクトチームの立ち上げ、国際的倫理規範の調査など多岐にわたる活動を実

施している。本支援課題独自のホームページを作成し、国際的倫理規範であるヘルシンキ宣言の改訂内容の

調査結果などの情報発信も適切に実施している。本分野の研究者向け倫理・社会共創教育プログラム第 1版を

作成し、教育研修会の開催も予定している。研究者の関心が薄くなりがちな倫理・社会共創に係る内容の伴走

支援が可能な体制を整え、研究者の意識向上に貢献している。一方、本分野の研究者側からの倫理・社会共

創に係る支援依頼が少ないため、今後はプッシュ型の能動的な周知徹底や、本分野でこれから生じる可能性の

ある未知の倫理・社会共創課題の先行的な検討などに注力し、構築済みの盤石な伴走支援体制を十分に生か

すことが望まれる。人材育成について、さらなる人材確保と具体的な活動を通した育成が望まれる。 


